雄譽霊巌上人の略年表
	西暦
	齢
	事　　　項
	備　　考

	1554
	1
	駿河国沼津にて出生
	

	1564
	10
	出家得度、沼津浄運寺増譽上人に入門
	

	1568
	14
	千葉大巌寺道譽上人の入門（徳川家康の祈願寺）
	

	1575
	
	
	大巌寺二世安譽上人就任、家康帰依

	1587
	34
	大巌寺三世就任
	秀吉、伴天連（宣教師）追放令

	1590
	37
	江戸城内で法門論争
大巌寺を辞し、東海道へ旅立つ
	

	1591
	38
	奈良霊巌寺を創建
	

	1592
	39
	京都に称故寺を創建
伏見城にて家康より大巌寺再住を拝命
	文禄の役（壬辰倭乱）

多くの朝鮮人（学者・技術者ら）を拉致連行

	1593
	40
	大巌寺に帰着
	

	1598
	
	
	慶長の役（丁酉倭乱）

豊臣秀吉死去

	1600
	
	
	関が原の闘い
家康、朝鮮捕虜160名を送還

	1603
	50
	大巌寺出寺、伊豆大島や安房に巡教
安房国主里見義康の帰依により、館山大網に
大巌院創建
	家康、征夷大将軍となり、江戸幕府ひらく

家康、知恩院を永代菩提所と定め寺領寄進
里見義康没す

	1605
	
	
	家康大御所となり、秀忠二代将軍となる

	1607
	
	房総各地に多数の寺院を創建
	第1回回答兼刷還使（捕虜1,418名返還）

	1609
	56
	大巌院「寺号扁額」
	

	1613
	60
	上総の内藤政長の帰依により佐貫善昌寺に転住
	

	1614
	61
	
	里見氏改易、伯耆倉吉へ移封

	1615
	62
	法然上人の霊場巡拝（西国行脚）に旅立つ
	

	1617
	
	
	第2回回答兼刷還使（捕虜返還）

	1616
	63
	伯耆倉吉へ里見忠義を訪ねる
	家康没する

	1619
	
	西国行脚から佐貫へ帰着　（この間、30余寺を創建）
	幕府が三門、経蔵を造営

	1623
	
	
	秀忠大御所となり、家光三代将軍

	1624
	71
	2月大巌院「釈浄土十二蔵義」版木刻銘
3月大巌院「四面石塔」建立
江戸に霊巌島を築き、霊巌寺を建立
	第3回回答兼刷還使（捕虜返還）
スペイン船来航禁止

	1627
	74
	江戸城内で将軍家光・大御所秀忠に法談
	

	1628
	
	
	キリシタン摘発「絵踏み」始まる

	1629
	76
	霊巌寺本堂、諸堂落慶

台命により京都知恩院（浄土宗総本山）32世就任
	

	1633
	80
	知恩院出火、諸堂焼失（三門、経蔵のみ免れる）
江戸参府、家光より再興の命、再建工事

（6月大巌院に「釈迦涅槃図」）
	第一次鎖国令

	1636
	83
	知恩院大鐘完成

『霊巌和尚伝記』によると、朝鮮通信使が日光参拝の帰途に大巌院を訪れという記載がある
	第4回朝鮮通信使

	1637
	
	
	島原天草の乱

	1938
	85
	知恩院諸堂造営成就
	

	1639
	
	
	ポルトガル船断交通告

	1641
	88
	知恩院諸堂落慶

江戸参府、家光に「自然法然」講義

江戸霊巌寺にて入滅（没）
	

	1657
	
	
	江戸明暦の大火、霊巌寺焼失

	1658
	
	
	霊巌寺、深川（東京都江東区）に移転再建
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